司会:それでは定刻となりましたので始めさせていただきます。本日司会を担当します秋田信善です。宜しくお願い致します。

1. 開会宣言
司会：第一室室長、橋村賢二くんお願いします。皆様、ご起立下さい。

橋村室長：みなさま、あけましておめでとうございます。いよいよ2018年度が始まりました。本年度は皆さんひとりひとりが、明確な目標を持ってそれに挑戦していってもらいたいと思います。それでは2018年度新年総会を開会します。

2. 国歌斉唱およびJCソング合唱

3. JCI Creed唱和
司会：堤理事長、ご指名お願いします。

堤理事長：はい、例会研修委員会山﨑誠君お願いします。

4. JCI Mission並びにVision唱和
司会：理事長、ご指名お願いします。

堤理事長：はい、まちづくり委員会古澤貴俊君お願いします。

古澤委員長：はい。

5.JC宣言文朗読並びに綱領唱和
司会：堤理事長、ご指名お願いします。

堤理事長：はい、会員拡大アカデミー委員会堤幹雄君お願いします。

6.出席確認
入部：はい、正会員数38名中33名出席、仮会員5名中4名出席です。

7.資料確認
司会：式次第1枚、2017年度第3時補正予算書(案)資料1枚、2017年度決算書(案)資料4枚、2018年度修正予算書(案)資料1枚、前回議事録9枚、委員会議事録2枚、不足のある方は総会終了までにヤングフォーラム委員会までお知らせ下さい。

8.ゲスト及び新入会員紹介
司会：本日のゲストは井上裕樹先輩に来ていただいております。仮入会者は3名出席していただいております。仮入会者は後ほど委員会報告でご紹介させていただきます。

9.議事録作成者及び署名者指名
司会：堤理事長ご指名お願いします。

堤理事長：議事録作成をヤングフォーラム委員会お願いします。議事録署名者を平島室長と重野委員長お願いします。

10．理事長挨拶及び報告

堤理事長：みなさま改めましてこんばんは。本日は早い時間からヤングフォーラム委員会のみなさんは設営をいただきましてまことにありがとうございました。本年度、スローガンといたしまして、実践躬行、未来のために挑戦するというスローガンをかかげさせていただきました。青年会議所会員である我々は40歳まで活動があるわけですが、私自身も今までJC活動においても仕事においても言葉で逃げていたところがありました。今後は私自身口先だけではなく、自分自身が行動で示していこうという決意を込めましてこのスローガンを設定させていただきました。2018年度、このスローガンの下共に活動してまいりましょう。
それから2017年度の8月夏季総会から早いもので半年がたち、予定者理事会を6回開催させていただきました。その中で決めました所信であったりスローガン、理事メンバーの基本方針であったりを、本日お配りしています手帳に記載しております。こちらの方も1年間大事に使っていただきたいと思います。また、この後、隣の会場にて、65名程度で新春懇談会を行います。半分の方が来賓の方となっておりますので、みなさましっかりとしたおもてなしをお願いします。なぜこのように今回シニアの方にも案内を流させていただいたかといいますと、我々は2019年に創立60周年を迎えます。また福岡ブロック大会も八女の地にて開催されます。どうしてもその60周年の記念式典であったり、福岡ブロック大会の場面であったりで、お力を借りる場面もありますので、シニアクラブのメンバーと現役会員が少しでもお近づきとなることができますように、今回このような運びとさせていただきました。現役のみなさまもご理解の程宜しくお願い致します。また、一点報告としてですが、私が予定者理事長となりまして約5ヶ月たちまして、様々な場面に会を代表して出席させていただいております。会員会議所会議であったり、各ブロックの事業説明会、各地区の事業説明会、また日本の事業説明会にも参加させていただきました。そのなかでよく言われますのが、この福岡県の福岡ブロック協議会というものが非常に元気がいいと、リーディングブロックという言葉を使われて表現されていました。それは本年度九州地区協議会の土岐会長が言われていたことです。その中でも八女青年会議所が元気がいいと、色々な場面で
出席率がいいとお言葉をいただきました。そのようなお言葉をいただくたびに私自身嬉しく思うと共に、身が引き締まる次第でございます。我々八女JCからはブロック役員として平島副理事長と雨森副理事長に出向していただいております。また、今年も38名という小さなLOMでありながら約30名に地区、日本等に出向していただいております。やはり、出向先で学んできたことをLOMの方にフィードバックしていただき、我々の八女のために活かしてしていただきたいと思います。今までこの先輩たちが築き上げられた八女は元気がいいというイメージをまた一年間崩すことなく、我々も九州地区、日本に対して、しっかり協力、活動していきたいと思います。また、今年は4つの委員会で八女JCを構築させていただきました。まず、会員拡大アカデミー委員会を堤委員長のもとしっかりと会員拡大に取り組んでいただきたいと思います。我々は昨年から60周年に向けて60名のメンバーを迎えるということを目標としています。また、堤委員長だけでは難しい場面、壁もあるかと思いますので、ここにいるメンバー全員、当事者意識を持って会員拡大に取り組んでいってもらいたいと思います。また、ヤングフォーラム委員会は大石委員長の下、今年は青少年育成事業は、色々な思いがありまして、親子参加型の事業を企画立案しております。今やはり子供が犠牲となるような凄惨な事件が頻発しております。八女でこのような事件を起こしたくない、親子参加型の事業を行うことにより、このような事件を防げるような事業を開催したいと思っております。まちづくり委員会は古澤委員長の下、高校生を対象とした郷土愛を持ってもらえるような事業を構築してもらいます。実際八女には大学もなく、就職先も限られているため、高校を卒業したら八女の外に出る場合が非常に多いです。その中で、八女を離れても、八女のことを高校生が考えてくれるような事業をお願いしたいと思います。例会研修委員会は山﨑委員長の下、今年は例会だけではなく、研修にも力をいれてほしいというような想いもありまして、例会研修委員会という名前にしています。研修といいますと、色々委員長の考えもありますが、60周年に向けてであったり、昨年朝倉の豪雨災害もありましたので、防災の件も含めてメンバーの質向上を目指せるような事業をしていただきたいです。また、月に1度の例会では常に100％を目指していただきたいと思います。最後になりますが、たった一度の青年会議所は単年で役職が変わります。私が今年は理事長として頑張らさせていただきますが、翌年はみなさん委員長であったりとか副理事長と新たな役職へと変わります。今年の役職を、担いを、みなさんしっかりと全うしていただきたいということで、本日の理事長挨拶とさせていただきます。みなさまありがとうございました。

11．直前理事長挨拶及び報告

川浪直前理事長：みなさん、あけましておめでとうございます。本日1月13日、このように大勢のメンバーご参集のもと新年総会が執り行えますことを、一会員として大変嬉しく思います。こうして席次も変わり、本当に気持ちが新たになる瞬間でございます。また、こうして基本資料も刷新されまして、いよいよ始まったなと実感を持っております。また本日はこうして会員数も多いですが、仮会員の方も面接の後、ご参加いただいております。こうした場で緊張もあるかと思いますが、リラックスしてぜひこの場を楽しんでいただければと思います。まず、昨年2017年度を全うすることができ、2018年度を迎えることが出来るのは会員の皆様のおかげと思っております。高いところからではございますが、代表したものとして御礼申し上げます。ありがとうございました。さて先ほど、堤理事長の年頭の挨拶ということで拝聴しましたが、この八女青年会議所の対外的な位置と対内的な方針ということでのお話でした。もちろん昨年8月から予定者として皆さんは方針を練りに練って、今から事業が始まるぞ、というところでございますが、その方針、実践躬行というスローガンは皆さんの腹の中に座っていると思います。ただ新年総会ということですので、あえて言わせていただくならば、初心忘れるべからず、ということかなと思います。どうしてもJCの1年半というスパンの中で、最初の方針というものがぐらついてしまうことがあります。この総会はそうしたものを立て直す場であるかと思います。今日こうしてあらたな基本資料ができてきましたので、役員の皆さんはよく読んで、委員会の皆さんと共有していただきたいと思います。また、この実践躬行というスローガンですが、堤理事長のキャラクターがよく出ていると思います。私も堤理事長のキャラクターに合わせて実践いていこうと思いますので、みなさんも頑張っていただきたいと思います。また、この後新春懇談会というものがあります。堤理事長からもありましたが、おもてなしの精神ということでございます。先ほど理事会でも述べましたが、この新春懇談会の主催者は八女JCであります。我々が主催する会に来賓の皆様、OBの皆様がいらっしゃいますので、お客様をもてなすという気持ちで臨んでもらいたいと思います。まずはそこを共有していただいて、今日一日を有意義な日にしていただきたいと思います。最後になりますが、1月13日また新春懇談会がすばらしい日になり、一年のスタートを切れますよう祈念しまして、直前理事長の挨拶とさせていただきます。


12．報告事項

　1.理事会報告
司会：理事会報告は書面にてかえさせていただきます。
  
2.委員会報告

山﨑：改めてみなさまあけましておめでとうございます。今年2018年度例会研修委員会の委員長を努めさせていただきます。山﨑誠です。よろしくお願い致します。毎月の例会を粛々と執り行わせていただきますのでよろしくお願い致します。

堤委員長：みなさま、あけましておめでとうございます。本年度会員拡大アカデミー委員会の委員長を仰せつかりました堤です。宜しくお願い致します。堤理事長の実践躬行のスローガンの下、会員拡大に努めてまいりますので宜しくお願い致します。報告事項といたしまして、本日、仮入会承認を受けたばかりの3人がここに来ていただいております。現在5名の仮入会員となりまして、秋山君は来れませんが、もう一人の梅本君は懇談会から来ていただきますので、本日4名の仮入会員の参加者となります。まずは自己紹介をかねて皆さんに挨拶をお願いします。まずは丸山君お願いします。

丸山：始めまして、こんばんは。広川町で仕出、配達の弁当屋をやっております丸山健太と申します。まだ分からないことだらけですが、皆様のご指導をいただけたらと思います。
よろしくお願い致します。

[bookmark: _GoBack]原口：みなさんこんばんは。上陽町で電気工事をやっております原口のりゆきと申します。
まだ分からないことだらけでお力になれないかと思いますが、頑張りますのでどうぞよろしくお願いいたします。

松原：みなさんこんばんは。八女市の酒井田の方で金属加工業を営んでおります松原敏郎と申します。緊張しておりますが、がんばりますのでどうぞ宜しくお願い致します。

堤：4名の方に懇談会に参加していただきますので懇親の方を深めていただきたいと思います。また、このメンバーをスタートとして一年間会員拡大アカデミー委員会がんばっていきますので、宜しくお願い致します。

古澤：みなさま、あけましておめでとうございます。本年度まちづくり委員会の委員長をやらせていていただきます古澤です。まちづくりといえば対外事業となりますが、私たちは高校生を主体とした事業を構築しようと思っています。数多くの出席、ご協力をお願い申し上げまして、一年間すばらしいまちづくりをしたいと思っていますので、みなさんよろしくお願いいたします。

大石：みなさん、こんばんは。本日は新年総会へのご出席ありがとございます。ヤングフォーラム委員会です。先ほど理事長のお話にもありましたが、親が変われば子が変わるということで、親子の事業を構築しようと考えております。親にも成長してもらうことで、子供にも成長してもらえるようなすばらしい事業にしたいと思っております。また、もうひとつの大きな担いとしましては本日の新年総会があります。懇談会の方は例年より来賓、シニアの方が多い懇談会となっておりますので皆様スムーズな運営へのご協力お願い致します。本日長い夜になるかと思いますが、皆様最終最後までよろしくお願いいたします。

　3.出向者報告

平島：みなさんこんばんは。本年度福岡ブロック協議会に副会長として出向いたします平島です。委員長として出向しております雨森君と福岡の安心安全委員会に出向する仁田原君と秋山君と登壇しております。本来であればブロック大会支援委員会のみなさんにも登壇していただきたいところではありましたが、そうすると席ががらがら担ってしまいますので遠慮しました。来年、ブロックに出向しまして、憲法防災の委員会を受け持つ分けですが、
その中で、色々とお願いもあるかと思いますが、ご協力のほどよろしくお願い致します。
続きまして雨森君から一言いただきたいと思います。

雨森：副理事長、ブロック大会運営委員会です。ブロック大会運営委員会はですね、筑後ブロック大会のすべてのことを運営する委員会です。まずは1月25日会員会議所会議において、調印式といってブロック協議会と、今度主管する筑後JCの調印式があります。お互いにどのような担いを負うのかということを確認しあい、調印します。こちらをブロック大会運営委員会で設営します。八女としても来年ブロック大会を行うわけですが、もう八女のブロック大会は始まっております。ブロック協議会の方も八女JCがどのような姿勢で挑んでいるのかを見ています。6時半ということで参加しにくい時間かもしれませんが、ぜひ時間を作ってご参加いただければと思います。あと、出向担当理事の井星君が話したい事があるそうなのでお願いします。

井星：みなさん、こんばんは。出向担当理事の井星です。言いたいことは沢山ありますが、時間が無いようなので割愛させていただきます。2月はアカデミー開校式があります。アカデミー生の皆さんはご参加の程宜しくお願い致します。ありがとうございました。

雨森：ありがとうございました。

　4.専務理事報告

山﨑：みなさま、改めましてあけましておめでとうございます。本年度専務理事を担当させていただきます山﨑です。1年間宜しくお願い致します。それでは、報告に移らせていただきます。まずはお手元の資料を参考にしていただきたいと思います。1月4日にいわいサンの方で新年名刺交換会があり、私と理事長と直前理事長、緒方顧問と一緒に参加してまいりました。八女市の団体の方々と名刺交換をし、懇親を深めてまいりました。1月5日、理事会と面接を行いまして、秋山君と梅本君2名の仮入会員が承認されました。1月7日、山門青年会議所の新年祝賀会に堤理事長と参加してまいりました。1月10日北九州青年会議所の新年祝賀会に、堤理事長と平島副理事長、雨森副理事長、藤﨑監事と出席してまいりました。1月13日、第2回の面接と臨時理事会を開催し、3名の仮会員の承認がされております。続きまして予定の部です。1月16日第1回スタッフ会議予定しております。1月19日から21日京都会議が予定されております。後ほど常務からも報告がありますが、多数のメンバーで参加する予定です。1月25日、こちらは同日開催となっておりますが、会員会議所会議と調印式、またいわいさんでシニアクラブの総会があります。特に理事メンバーの方はなるべく調印式に参加した後、シニアクラブの総会にも参加していただければと思います。2月2日、理事会、2月16日スタッフ会議となっております。また例年どおりですが、2月21日は第4エリアの合同例会となっておりますので、多くのメンバーで参加したいと思います。以上となりますが、今年は専務理事として、LOMのメンバーがスムーズに活動できるよう落とし込んでいきますので宜しくお願い致します。

　5.常務理事報告

野中：本年度常務の野中です。宜しくお願い致します。緊張でお腹が痛いですが、2点報告させていただきます。まず、1月19日から21日の間で京都会議へと行きます。本年度は多く19名で参加する予定です。また、1月25日にいわいさんの方でシニアクラブの総会があります。こちらについては皆様の方に連絡を送っておりますので、出欠のご返信をいただければと思います。大勢のメンバーで参加したいと思いますので宜しくお願い致します。今年一年間宜しくお願い致します。

　6.事務局長報告

秋山：改めましておめでとうございます。本年度事務局長を勤めさせていただきます秋山です。宜しくお願い致します。先日前期会費のメールを送っております。ご対応宜しくお願い致します。また、事務局の清掃をおこなっておりますが、缶、ペットボトル等の放置が目立ちますので、ゴミは1階のゴミ箱にお願いします。ブロック大会も控えており、色んな方がいらっしゃいますので、常に綺麗な状態にしておきたいと思います。よろしくお願いします。

　7.財政局長報告

仁田原：財政局長の仁田原でございます。皆様からお預かりしている14万円の会費が有効に使われるよう管理監督していきますのでよろしくお願いします。それではこれにて財政局長の話とさせていただきます。

13.議長選出
司会：堤理事長の声が上がりましたので、議長は堤理事長にお願いします。

14.定足数確認
堤理事長：定足数の確認をお願いします。

入部：正会員数38名中31名出席、委任状3通、よってこの案件は定足数を満たしております。

15.審議事項
堤理事長：審議事項に入らさせていただきます。1番2017年度第3次補正予算（案）の件、こちら川浪理事長、議案上程をお願いします。

川浪直前：はい。ありがとうございます。それでは2017年度第3次補正予算書（案）の件、上程させていただきます。詳細の方は前年度専務理事、川口くんにお願いします。

川口監事：はい、それでは第3次補正予算書（案）の件、詳細の方を説明させていただきます。まず初めに第3次補正予算を作成するに至った背景と致しまして県庁の方に資料を持っていきましたところ項目の追加分等々がございまして、ご指導いただきましたのでそれに伴いまして、報告の追加また修正を行っておりますので補正を組まさせていただきました。まず収入の部、追加分ですけども赤字のまま印刷しておりまして申し訳ございません。大変見にくくなっておりますので、修正している部分に関しましては読み上げさせていただきたいと思います。まず、登録料収入こちらブロックアカデミー等の下ですね、こちらは家族懇親会の登録料ということで当初、家族懇親会の登録料は記載しておりませんでしたけれども、186,000円実際登録があって、収入があった部分なので記載をしなさいという風にご指摘をいただきましたので、こちらの方を収入で挙げさせていただいております。また雑収入につきまして、こちらはですね、日本カード利用還元金こちら日本青年会議所で推奨しておりますカードのお持ちの方が使用していただいた場合、LOMに還元金として還元される金額が入金されておりました。こちら2,689円ですね。また、その下、受取利息金としまして9円入っておりましたので、そちらの方も併せて補正させていただきまして、前年度繰越金のところに斜線が引いてあると思いますけれども、こちらも前年度繰越金は収入の部に挙げるなということでご指導いただいておりますので、こちらの方も0として項目の方を削除させていただきまして第2補正予算8,173,810円でしたところを第3補正と致しまして6,671,698円という風に補正させていただきたいと思っております。それに伴いまして支出の部、負担金こちら24,000円増となっておりますけども、負担金の詳細を見ていただいて、下から3つ目と2つ目ですね、こちら地区の前期会費課金また登録税賦課金ということで日本JC本体の方から請求がきておりました。こちら地区が8,000円、ブロックが6,000円という風にきておりました。例年ですと、こちらの方きておりませんけれども、その都度、新入会員登録をしてくださいということで、なっておりますのでこちら登録しましたところ追加で請求がきておりますので、こちらの方も併せて補正を組まさせていただきました。よって負担金内訳が866,630円という風になっております。また、事業費内訳といたしましてアカデミー委員会の186,000円の登録料を事業費に振り込まさせていただきましたので事業費が2,076,000円となっておりまして支出合計が6,678,698円となっております。そちらの方は、事業費内訳にも記載させていただいております。アカデミー委員会が270,000円の第2補正予算から第3次になりまして186,000円と456,000円事業費の合計の2,076,000円となっております。以上で資料説明の方を終わらせていただきます。

堤：はい、ありがとうございます。ここまでに関しまして、何かご意見、ご質問、ご確認等ございましたら挙手をお願いいたします。何かございませんでしょうか。それではないようですので2017年度補正予算書（案）の件、賛成の方は挙手をお願い致します。反対の方。棄権の方。満場一致で可決承認させていただきます。
2.2017年度収支決算書案の件（監査報告）、こちらも川浪直前理事長よろしくお願いします。

川浪：はい、それでは2017年度収支決算書案の件、収支計算書を上程させていただきますが、1月5日に前年度監事井上監事、堤監事の方に監査をしていただきましたのでその報告を今日来ていただいております前年度監事の井上先輩にご報告をいただきたいと思います。よろしくお願いします。

井上：はい、昨年監事を行っておりました井上と申します。昨年、卒業させていただきましてシニアとなっておりますが、最後の担いをということでいただいております。一般社団法人八女青年会議所の2017年1月1日から12月31日までの収支計算書並びに財産帳について会計監査を1月5日に行わさせていただきました。監査の結果、公益法人会計基準定款に関する規定に従い、一般社団法人八女青年会議所の収支状況及び財産状態を適正に記しているものと認め、ここに報告をさせていただきます。本当1年間お疲れさまでした。

川浪：ありがとうございました。それでは、詳細説明を川口前専務理事お願いします。

川口：はい、それではですね、一般社団法人八女青年会議所の収支計算書（案）の方の詳細を説明させていただきます。まずはじめに収入の部と致しまして先ほど第3次補正予算でご承認いただきましたので、それに伴いまして、修正しておりますので収入の部の変更はございません。また、支出の部の内訳に関しまして、科目適用、予算額、決算額という部分に読み上げさせていただきたいと思います。まず、予算額866,630円こちら決算額866,630円となっておりまして、差異はございません。事務局費は予算額2,892,918円、決算額2,660,437円、差異が242,481円となっております。また、登録料に関しまして予算額270,500円、決算額265,050円こちら差異が5,450円出ております。こちら差異に関しましては登録料内訳の方を参照いただきたいと思いますけれども、福岡ブロック野球大会LOM登録料20,000円の予算となっておりましたところ、14,550円となっております。余剰分を返金していただきましたので、返金していただいた分で決算をしておりますので、5,450円の差異が出ております。また記念品代褒章といたしまして50,000円の予算に対しまして決算額48,189円、差異が1,811円でております。また渉外費といたしまして、200,000円の予算額に対しまして、決算額183,798円、16,202円の差異が出ております。事業委に関しまして、予算額2,076,000円、決算額1,931,657円こちら差異が144,343円と出ております。事業費の内訳と致しましては、事業費内訳に詳細は記載しておりますので各委員会の予算額、決算額、差異も記載させていただいております。また予備費に関しましては予算額22,650円のところ決算額0となっております。それに伴いまして、最終的な支出が6,378,698円のところ決算額5,955,761円、差異が432,937円となっております。また先ほどの補正予算案のところで説明が漏れておりましたけれども60周年基金、65周年基金というところでこちらも先ほどの補正の際に斜線を引かさせていただいております。こちらも県庁の方よりご指導いただきまして積立金は支出をしたわけではなくて八女青年会議所の中で通帳の中でお金を入れ替えているだけなので支出には入れないでくれということでご指導いただきましたので、それに伴いまして項目を削除させていただいております。また、財産目録の方をご覧いただきたいと思いますけれども、こちらの60周年基金、65周年基金という風に記載がございます。60周年基金200,000円、65周年基金の200,000円を記載したところでこちらの方に財産目録として記載させていただいております。また、現金と通帳の預金記録ですね。そちらの方は、支出の部の方に記載しております。八女青年会議所に残っているお金ということになっております。こちらが4,768,431円という風になっております。以上で詳細説明を終わらせていただきます。

堤：はい、ありがとうございました。2017年度収支決算書（案）の件、こちら何かご意見、ご質問等ございませんでしょうか。ご確認事項とか。それでは採決に移らさせていただきます。2017年度収支決算書（案）の件、監査報告まで含めまして賛成の方は挙手をお願いします。反対の方。棄権の方。満場一致で審議可決とさせていただきます。

川口：ありがとうございました。

堤：3番項、2018年度修正予算書（案）の件、こちら山﨑専務理事、お願いします。

山﨑：はい。よろしくお願いします。専務の方からご報告させていただきます。お手元にございます2018年度修正予算書（案）の資料をご覧になってください。当初予算の方からですね、先ほどの前年度の中でですね、県庁の方から指摘が入ったということで様式の方がそれに合わせたものになっております。予算の方はですね、当初予算が変わったところが、家族懇親会登録料。こちらの方、登録料も事業費に含むということですので、494,000円会員と正会員の家族の数で登録料を掛けた金額がこの金額となりましたので、項目を付け加えております。先ほどのカード利用還元金と致しまして利息の方も付け加えております。続きまして、支出の部なんですけれども、上から行きますと負担金内訳の方ですけども、負担金の方先ほど前年度がおっしゃいましたが、地区ブロックの会費の負担金ですね。こちらの方、人数は変わってくるとは思いますけれども、こちらの方も予算の方に含んで35,000円となっております。積立金の方ですね、項目の方がなくなるので0にしておりますけども、内部的には200,000円財産金の方には残っておりますのでこちらの方も記載が変わっております。委員会内訳の方も494,000円。こちらの方が説明しました家族懇親会の登録料となっております。事務局費内訳の方がですね、変更がありましたのが、ホームページと書いてありますけれども、こちらの方15,000円と出しておりましたけれども、10,000円で十分足りるということでしたので、5,000円削っております。コピー機トナー代こちらの方が前年度130,000円以上になっておりまして、毎年100,000円の予算でしておりましたけども、資料作りなどでまた使う機会が多いだろうということでこちらは50,000円増額しまして150,000円。労働保険料の方なんですけども、福利厚生費がこちらの方10,000円とっておりましたけれども、5,000円、差異が5,000円となっております。雑費の振込手数料ですけども、雑費の方こちら100,000円取っておりましてたけれども、そんなにかからないということで40,000円減らしまして、コピー機トナー代で50,000円増やしておりますので全体の金額は変わっておりません。事業費内訳の方は各事業によって今まで分はまとめて書いておりましたけれども、事業ごとに分けて安くしております。家族懇親会の登録料だけ増えておりますので、ご確認ください。変更点は以上となっております。よろしくお願いします。

堤：はい、ありがとうございます。それでは2018年度修正予算書（案）の件に関しまして何かご意見、ご質問等ございませんでしょうか。挙手をお願いします。何か確認事項等ございませんでしょうか。それでは採決に移らさせていただきます。2018年度修正予算書（案）の件賛成の方挙手をお願いします。反対の方。棄権の方。満場一致で審議可決とさせていただきます。

山﨑：ありがとうございました。

堤：最後に4番その他。その他をお持ちの方挙手をお願いします。ないようですので削除させていただきます。スムーズな進行にご協力いただきありがとうございました。それではここで議長の座を下ろさせていただきます。ありがとうございました。

16.協議事項
司会：協議事項をお持ちの方は挙手にてお知らせください。
無いようですので次に進みます。

17.感謝状・記念品贈呈
堤:感謝状読み上げ

川浪:感謝状は私が頂きましたけど、この感謝状はみなさまのお蔭だと思います。今年一年かけて、皆様にご恩返しさせて頂きたいと思います。また今年もよろしくお願いします。ありがとうございました。

18.チャリンタイム
仁田原：明けましておめでとうございます。チャリンコタイムではなく、チャリンタイムです。秋山事務局長びっくりしました。チャリンコタイムと言われて、えー　1月14日に結婚記念日ということで、11回目の記念日を迎えることができました。毎年、新年総会でチャリンタイムをさせていただきまして、光栄に思っております。明日が結婚記念日と妻の誕生日となっております。ここでおもしろいネタはと言いますと、今年は戌年でございまして、戌年というのは安産の年と言われています。私もできれば安産してほしいのですが、三人の子供がおりまして四人目といきごんでおります。昨年は、夜な夜な帰ることが多くなかなかそういう機会をもつことができませんでしたが、さすがに何末年始で２０１７年度の私の回数を一年分を年明けにしてしまいました。そういうご報告であります。どうもありがとうございました。

19.監事総評
藤﨑：まずは新年総会おつかれさまでした。そしてヤングフォーラム委員会、大石委員長をはじめとするメンバーの皆さん、早くからの設営大変お疲れ様でした。この後も新春懇談会がありますので、みなさま全精力を出しきっておもてなしをしっかりとしてほしいと思います。そこで２０１８年度、堤理事長とし新しくスタートをし、実践躬行未来のために挑戦するをスローガンとして一人一人がこの意味を理解し、力強くスタートしてもらいたいと思います。そして必ず、堤理事長を一番輝く星、そう思って私も全力をそそいで、みこしと思ってしっかりみんなを支えて行きたいと思っております。そしてこのように、１００％の例会をしてもらいたいと思います。そこで担当される委員長さんは、本当心がめげることがあるかもしれませんが、動員を全メンバーでやってほしいと、２０１８年度に関しましては、例会がほとんど１００％だったというような姿勢で取り組んで下さい。出向の話しがあったと思いますが、LOMから３８名３０名の出向されます。エントリーシートを出すのは簡単、ただそこの事業委員会、参加するのが困難なメンバーが出てくると思いますが、こういうことを参加しないと分からない、参加して学んだものをしっかりと、LOMにおとしこんで、そしてしっかりとした八女JCを作りあげたいと思っております。ブロックのほうには、平島副理事長、雨森副理事長出向しておりますので、しっかりとその方達を支えて行きたいと思います。そして私も出向しておりますので、いろんな事で顔あわせると思います。今年がアカデミーメンバー６名出向されるということで、６名はしっかり出向するように。それぞれの委員長から動員があると思いますが、言い訳とかへりくつとか何も言わずに１００％めざすと、八女のメンバーは本当すごいねといつも言われております。八女メンバーから恥が出ないように、しっかりと邁進して頂きたいと思います。私も近くにおりますので、顔を見に行きたいと思っております。少し苦言になりますが、式次第しっかりと確認されて、不備がないように、これはですねメンバーがこれを見て確認するものなんで、数名おられるなら　　　　　きちんと確認をすればしっかりとしたものができると思います。これはですね、せっかく議事録のほうがしっかりと出来上がっております。そんないい所がうすれてしまいます。パワーポイントの小さいミス（案）の（　）がぬけていたり、来賓の皆様の前では、そういうミスは見せないようにしっかりしたものを作りあげてもらいたいと思います。本日は最後まですばらしい新春懇談会にしましょう。少し長くなりましたが、監事総評にかえさせて頂きます。ありがとうございました。

20.閉会宣言　
雨森：みなさん長時間お疲れ様でした。新年あけましておめでとうございます。私副理事長の雨森でございます。この後新春懇談会がございますけど、理事長の所信表明がこの後ございます、一大イベントでございます。私は理事長に対しまして、入会当初からお世話になっており、格別な思いがあります。楽しみにしています。頑張ってください。繰り返しになりますけど、来賓の方をお招きしておりますので、シニアの先輩方へのおもてなしの心を持って、懇談会にのぞんでいただきたいと思います。このような関係各所、各種団体の方々人間としてもすばらしい方々がお越しになりますので、話す機会がなかなか持てませんので、是非名刺交換を率先してお話しを行ってもらいたいと思います。これで一般社団法人八女青年会議所２０１８年度新年総会を閉会します。お疲れ様でした。
